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戦後復興期大衆歌謡の再検証
市　川　孝　一
はじめに
　本稿は戦後復興期（1945年～1950年代初め）の大衆歌謡（流行歌）を当
時の世相風俗や人々の意識（社会心理）とのかかわりを中心に再検討しよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロというものである。この時期は，占領期（1945年～1952年）とぴったり重
なってくるので，占領期の大衆歌謡（流行歌）と言ってもよい。音楽メディ
アに焦点を当てて，戦後大衆文化史を検討する一環の小論である（’）。
　占領期の流行歌の特徴を一言でいうと，時代をダイレクトに反映した歌が
多いということである。「歌は世につれ」とは言い古された表現だが，この
命題が実によく当てはまるほど時代の世相風俗と歌とが見事にシンクロ（共
振）しているのである。
　そして，それらの流行歌は二つの傾向の歌に大別される。ひとつは，「終
戦」の解放感を感じさせる歌であり，もう一方は「敗戦」の傷跡を感じさせ
る歌である。端的に，「明るい歌」の一群と「暗い歌」の一群に分かれると
いってもよい。
　前者には，「リンゴの歌」（サトウハチロー詞・万城目正曲・並木路子歌，
1945），「東京ブギウギ」（鈴木勝詞・服部良一曲，笠置シズ子歌，1948），
「銀座カンカン娘」（佐伯孝夫詞・服部良一曲・高峰秀子歌，1949），「青い山
脈」（西條八十詞・服部良一曲・藤山一郎・奈良光枝歌，1949），「憧れのハ
ワイ航路」（石本美由紀詞・江口夜詩曲・岡春夫歌，1948）などがある。
　後者の代表的な曲には，「星の流れに」（清水みのる詞・利根一郎曲。菊地
章子歌，1947），「とんがり帽子」（菊田一夫詞，古関裕而曲・川田正子歌，
1947），「異国の丘」（増田幸治詞・吉田正曲・中村耕造・竹山逸郎歌，1947）
などがある。
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　以下，これらの曲についてその社会的背景やその曲をめぐる様々な問題点
を検討していきたい。
「終戦」の解放感を感じさせる歌
　「明るい歌」としてまずあげられるのは，「リンゴの歌」であるが，この曲
が戦後のヒット曲第一号であり，戦後を象徴する歌であることには誰も異存
がないだろう。どの歌謡史の本も，“焼け跡に流れた明るい歌”として，こ
の歌から語り始めるのが一般的である。『それはリンゴの唄から始まった』
というタイトルの本もあるくらいである②。
　この「リンゴの歌」は，1945（昭和20）年に封切られた松竹映画「そよ
かぜ」（佐々木康監督）の挿入歌として作られた。映画の内容は，一人の少
女（並木路子）が，ちょっとしたきっかけから歌手（スター）になるという
　　　　　　　　，一種のシンデレラストーリーだが，音楽映画ならGHQの検閲も通りやすい
だろうということも制作動機の一つだったという（3）。
　♪赤いリンゴに　くちびるよせて　だまって見ている　青い空…の歌詞と
メロディーは，文字通り“突き抜けるような青空”をイメージさせる，どこ
までも明るいものであるというのが一般的な解釈である。聞き手の多くは，
この歌に暗く辛い戦争の時代をくぐり抜けた「解放感」を感じたというのが
「定説」である。しかし，すべての人がそうだったわけではない。このあた
りが，この時代ならではの歌の受容の多様性であろう。
　昭和21年10月末，病身の夫と生後2か月の長男を抱えた引き揚げ船の中
で「リンゴの歌」を聞いた女性は，次のようにその時の気持ちを書いてい
るω。
（前略）　「なんてふざけた唄だろう」と反発したことを覚えている。国
民歌謡と軍歌に明け暮れた耳には異様に聞こえたのである。
　あの時のあの唄に慰められた方もあったかもしれない。だが，住もう
とする日本の先行きは見えない，不安でいっぱいの飢えた私にはむしろ
逆効果であった。（後略）
　当時の辛かったり悲しかったりした出来事を思い出させるため，この歌に
必ずしも良い印象を持っていない人々も少なくないようだ。「リンゴの歌」
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の明るさは，「苦しみ」や「悲しみ」から完全に自由であったというわけで
はない。「敗戦」直後の時代背景を考えれば，これはある意味で当然のこと
で，前記の「明るい歌」「暗い歌」の分類も，もちろん便宜的なものである
ことは言うまでもない。
　「リンゴの歌」にまつわる影のエピソードは，歌い手である並木路子につ
いてもあった。並木は，実は1945（昭和20）年3月の東京大空襲で母を失
い，父も兄も戦争で生死不明のままだった。彼女自身，そんな状況の中で「…
よくあんなに元気に演技できたものだと，自分ながら感心しています」と当
時をふり返っている⑤。
　したがって，「リンゴの歌」から発せられる明るさは，いわば開き直りの
明るさだと言っていいだろう。日本人の心理の特性について，「思いつめ」
→「あきらめ」→「あっけらかん」という心理的ダイナミズムを指摘する説
があるが，この時代の社会心理はまさにこの図式に当てはまるのではないだ
ろうか㈲。
　また，次のようなエピソードもある。並木路子の歌声がはじめてラジオか
ら流れたのは，1945（昭和20）年12月10日，田村町の飛行館スタジオで
のNHKの公開録音だった。この時，彼女は小脇にリンゴの入った籠を抱え，
客席に降りリンゴを配りながら歌った。ところが，リンゴはそのころは貴重
品だったので会場は大騒ぎになり，リンゴの奪い合いになったという。それ
も無理もないことで，当時のリンゴー個の値段は五円，今の金額に換算する
と五千円以上に当たる。そして，当時次のような替え歌も作られたというω。
♪赤いリンゴの　露店の前で
黙って見ている　青い顔
　リンゴの値段は知らないけれど
　リンゴのうまさは　よくわかる
　リンゴうまいや　高いやリンゴ…
　一般庶民にとっては，リンゴは文字通り「高嶺の花」で，この歌詞の中に
食糧難とインフレにあえぐ庶民の姿とはかないプロテストをうかがうことが
できる。
「戦後」を感じさせる歌として，1948（昭和23）年に大ヒットした「東京
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ブギウギ」をあげることも異論のないところだろう。ブギウギ（Boogie
Woogie）とは，もともとは黒人音楽の一つで，ブルースから派生したもの
だという。ピアノを打楽器のようにとらえて，複雑なジャズ的リズムを即興
的に叩くのが特徴だといわれている（8）。
　この激しいリズムが多くの聞き手に衝撃を与えたことは想像に難くない。
舞台いっぱいに踊って歌う笠置シズ子のバイタリティあふれる歌唱ぷりは，
大きな反響を呼んだ。園部三郎は次のように書いている。「…歌手笠置シズ
子が，〈東京ブギウギ　リズムうきうき　心ずきずきわくわく〉と，従来の
お座敷的歌唱や，弱々しいマイク・フィーリングを吹き飛ばし，大口をあけ
て，生々しく感情を露出させる野生と，歌詞の持つ一風変わった暴露趣味が，
今まで抑圧され，虚脱されていた民衆の心を大きくゆすぶったものと思われ
る」（9）。
　一方で，否定的な反応もある。それは一言でいうと，「頽廃的で品がない」
ということであった。もう少し理屈っぼく，「東京ブギウギ」の大流行は，
「敗戦以来陰に陽に浸透してきたアメリカニズムが，大衆音楽の分野に爆発
的に表れてきたものととらえることもできる。その後一定の間隔をおいて発
生するエレキブーム，グループサウンズといった“マスヒステリア（植民地
的，大衆的狂躁）”のはしりだったともいえるだろう」⑩と解説するものも
ある。
　この否定的見解は，裏返すとこの曲が大衆の熱狂的な支持を得たというこ
とを示している。実際，笠置シズ子自身の証言として，彼女のステージを聴
きに来る熱心なファンに「ラク町のお姐さんたち」（有楽町を根城とするパ
ンパン）や「靴磨きの子供たち」がいることが語られている。（松下井知夫
「笠置シズ子『ブギウギ』ばなし」『サタデーニュース』第2巻第15号，
1948．4．10）。「…そういう民衆の底の底の人たちにまで，わたしはわたくし
の芸を理解してもらい，喜んでもらいたい。これが私の生き甲斐です」とも
述べている（同）。
　それにしてもなぜこの曲がそれほどまでに大衆を惹きつけ，熱狂させたの
だろうか。同じ記事の中で，笠置自身はこんなことを言っている。一「…
満員電車の中でどうにも動きのとれないような苦しい世の中に，何かこう手
を伸ばし，羽をはやして飛び立ちたい気持ちにかられるウップンの捌け口と
してピッタリしているんでしょうね」（同）。
　また，声楽家の關鑑子は，ブギウギという曲に対し，上等だとかそうでな
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いかという前に，それが非常に「原始的なもの」であるという基本的性格を
指摘している。「人間がなんとなくワーワー叫びたいという，そこをとらえ
ているように思える」「…ヤケのヤンパチで踊りを踊ったり歌を歌いたいと
いう気持ちを皆が持っていますね」「…今の日本人の何かわめきたいような
気持，そういうものをあらわしていることだけは確か」などの発言が続く
（關鑑子・三神茂「対談　ブギウギを論ず」『放送』7月号，1948．7．1）。こ
れは，まさに流行歌の本質にふれている。ヒットのゆえんは，その曲が時代
の気分（人々の社会心理）に合致したということである。それは，「やけく
その明るさ」とでもいったものだろう。
　「やけくその明るさ」は，歌い手笠置シズ子自身が抱えていた個人的事情
ともかかわりがある。それはこの「明るい歌」の背後にある影の部分でもあ
る。この歌もまた，悲しみと無縁ではなかった。笠置は，当時早稲田の学生
だった吉本興業の御曹司と恋仲になり，妊娠したが相手の親の許しが得られ
ないまま出産した。ところが，その相手が急病で他界してしまうという不幸
を体験していたのである。
　「東京ブギウギ」誕生のいきさつについて，作曲の服部良一は次のように
言っている。一「日本に帰ったら，上海でのブギウギの成功を活かして，
ブギウギのリズムを使った流行歌を作ろうと，ぼくは考えていました。そん
なときでした，笠置くんが突然，不幸に見舞われて悲嘆にくれていました。
それでぼくは笠置くんのために何とか一発当ててやりたいと思い『東京ブギ
ウギ』を書きました」（11）。
　歌い手笠置シズ子を励ます歌が，結果的に多くの聞き手を励ますことになっ
たのは皮肉と言えば皮肉なことである。「戦後の暗い世の中に，私が『東京
ブギ』を歌いますと，心につかえていることやもやもやが吹きとぷと大勢の
方からお手紙をいただきました」と笠置シズ子自身が後に語っている（’2）。聞
き手を励ましたり，聞き手に力を与えることは歌の基本的機能の一つだが，
当時の人々は，「東京ブギウギ」という曲から，（最近はやりの表現を借りる
なら）「元気をもらったり」「パワーをもらったり」したということになる。
　それにしても，恋人の存在や結婚が女優や女性歌手の人気に致命的なマイ
ナスとなる当時にあって，「シングル・マザー」である笠置シズ子が絶大な
犬気を維持できたことは驚異的なことと言わざるを得ない。彼女の「突き抜
けた明るさ」が，芯の強さに裏づけられたパワフルなものであり，聞き手に
訴える大きな力とある種の説得力を持っていたのであろう。
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　こうしてその後，「ヘイヘイ・ブギー」（藤浦洗詞・服部良一曲，1948），
「ジャングル・ブギー」（黒澤明詞・服部良一曲，1948），「大阪ブギウギ」
（藤浦洗詞・服部良一曲，1948），「ホームラン・ブギ」（サトウハチロー詞・
服部良一曲，1949），「買物ブギ」（村雨まさを詞・服部良一曲，1950）など
一連の“ブギ・シリーズ”が続々と発表され，笠置シズ子は「ブギの女王」
と呼ばれることになったのである。
　「明るい歌」の三つ目は，「青い山脈」（西條八十詞・服部良一曲・藤山一
郎・奈良光枝歌，1949），である。この曲は，典型的なメディアミックスの
産物である。もとになったのは，石坂洋次郎の同名の新聞連載小説であった。
1947（昭和22）年6月から10月にかけて『朝日新聞』に連載されたこの小
説は，その後も読み継がれたいわゆる「青春小説」の代表作のひとつである。
　東北の地方都市を舞台にしたこの作品は，新時代の申し子としての若者た
ちと封建的体質に凝り固まった町のボスたちの対立を新旧思想の対立という
図式でユーモアたっぷりに描いて見せた。もちろんこの闘いの勝者は，新し
い若い世代の方になるわけだが，その単純なわかりやすさから，この作品は
戦後民主主義の教科書，六三制，男女共学の象徴，“戦後民主主義の讃歌”
などと呼ばれる。「そんなのは封建的だ！」という一言は新しい世代から，
先行世代に向けられた常套句であり，この時期の日本人論の共通かつ最大の
テーマは，「封建遺制の克服」であった（13）。
　この小説が映画化され（「青い山脈」今井正監督，池部良・杉葉子・原節
子主演，東宝，1949）その主題歌として作られたのがこの曲だが，前年の東
宝争議のあおりを受けて，映画の公開が遅れたため主題歌の方が先行すると
いう変則的な形となった。この映画が，「来なかったものは軍艦だけ」と言
われるほどの激しい弾圧を受けた争議の渦中で制作されたという事実は，時
代背景を語るエピソードとして記憶しておいてよい。
　さて，歌の方だが，そのよく知られた歌詞については，まず，常識的な解
釈としては，次のような受け止め方が一般的である。一「一番は，『軍国主
義は雪崩のように消えた』という意味を込め，二番では『古い上着とさみし
い夢』との決別を書き，バラ色の未来があるとした。三番は戦後初めて東京
に出て来た時にみた焼け跡の光景で，たくましく生きる人々を名もない花に
見立てた。そして，四番は戦争で親を亡くした人たちに捧げた。父や母が夢
見てできなかったことを，若者が代わって実現するのだというメッセージで
ある」（14）。
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　阿久悠も書いている。一「ぼくが『青い山脈』に感じたのは，明るさと
新しさであった。今はいくらか違う感想を持っているが，その時は，明るさ
の象徴としてこの小説や歌を，位置づけていた。♪古い上着よさようなら
さみしい夢よさようなら…　というのは二番の歌詞であるが，一番の，♪若
く明るい歌声に　雪崩は消える花も咲く…　というおなじみの部分よりもずっ
と好きであった。さらに，三番の，♪雨にぬれてる焼け跡の　名もない花も
ふり仰ぐ…　にも心ひかれ，これが民主主義に違いないと思ったのであ
る」（15）。
　一方，こんな皮肉で辛辣な批判もある。劇作家の斎藤憐は，戦中は勇まし
い軍歌を書いていた西條八十がぬけぬけとこんな歌詞を「よく書けるものだ」
と感心（！）したうえで，次のように言う。一「二番の〈古い上着よさよ
うなら　さみしい夢よさようなら〉は，上衣だけを『忠君愛国』から『民主
主義』に着替えた自分を畷っているかのようだ。三番にはく雨にぬれてる焼
け跡の　名もない花もふり仰ぐ〉とあるから，青い山脈とは焼け跡の中の民
草が解放軍とふり仰いだ占領軍のことか」㈹。
　歌詞には，「『明るい歌声』『花も咲く』『夢を呼ぶ』と無内容な言葉の羅列
が続き，『港が見える丘』や『星の流れに』『異国の丘』に描かれた戦後の庶
民が負った傷のかけらさえ見あたらない」とも批判する（17）。
　しかし，この斎藤のような見方は全くの少数派で，映画はその後何回もリ
メイクされ，この歌は日本人が最も好む歌でもあった（18）。
　このような「思想性」とは無縁で，ただ当時の風俗の一端をストレートに
反映した単純な明るい歌が，「銀座カンカン娘」（佐伯孝夫詞・服部良一曲・
高峰秀子歌，1949）である。この曲も同名の映画（島耕二監督，高峰秀子・
灰田勝彦主演，1949，新東宝）の主題歌であるが，「カンカン娘」という奇
妙なネーミングについては，諸説あり確定できない㈹。「カンカン娘」のファッ
ションは，〈赤いブラウス　サンダルはいて…〉と描写されている。四番の
歌詞には，〈カルピス飲んでカンカン娘　一つグラスにストローが二本…
（中略）…顔を見合せ　チュウチュウチュウチュウ〉とある。男女が同じグ
ラスから，一緒に飲み物を飲むなどということは当時の通常のマナー感覚か
らは考えられないことであったろうから，これなどは衝撃的な歌詞といえよ
う。
　三番の歌詞の冒頭には，〈指をさされて　カンカン娘…〉とあるので，こ
の若い娘（たち）は，人目を惹き，先行世代からは塑題を買い眉をひそめさ
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せるような存在であったことは十分にうかがわれる。「アプレ娘」などとい
う表現もあるように，「カンカン娘」というのは，いわゆる「アプレ風俗」
を体現した最先端の流行の担い手であったのだろう。
　その能天気な明るさでは負けていないのが，「憧れのハワイ航路」（石本美
由紀詞・江口夜詩曲・岡春夫歌，1948）である。敗戦からわずかに三年，よ
りによって「パールハーバー」のハワイである。〈晴れた空　そよぐ風…
（中略）…　ああ　あこがれの　ハワイ航路〉の岡春夫の甲高い歌声がその
能天気さに一層拍車をかけている。
　「鬼畜米英」の舌の根も乾かぬうちに，手放しの「アメリカ讃歌」である。
何という変わり身の早さであろうか。過去のことはあっさり水に流してしま
う特異な日本人の精神構造＝「台風的心性」（typhoon　mentality）とは，
まさにこのことだろう⑳。同種の歌に「アメリカ通いの白い船」（石本美由
紀作詞・利根一郎作曲・小畑実歌，1949）もある。
「敗戦」の傷跡を感じさせる歌
　一方，「暗い歌」に分類される一群の歌はどうだろうか。戦争の悲劇が生
み出した，まさに戦争の傷跡の象徴的存在が，「パンパン」「浮浪児」「復員
兵」である。「三題ばなし」ではないが，この三者にぴったり対応する当時
のヒット曲が存在する。
　まず，夜の女・闇の女などと呼ばれた街娼（パンパン）を歌った曲が，
「星の流れに」（清水みのる詞・利根一郎曲・菊地章子歌，1947）である。こ
の歌に関しては，作詞のいきさつをめぐるエピソードを中心に再検証してみ
たい。というのは，この曲をめぐってはどの歌謡史の本にも必ず引用される
「定説」化された作詞にまつわるエピソードがあるからである。
　そのく定説〉とは，「星の流れに」は，“作詞家の清水みのるが，新聞に載っ
た一人の女性の投書（21）を読んで，一晩で詞を書きあげた”というものであ
る。だが，真相はいささかこれとは異なっているようだ。清水みのる自身の
証言によると正確な事の次第は以下のようなものだという。少し長くなるが
引用してみたい。
　「こんな女に誰がした」と，この歌は廣く全國に唄はれているが，そ
のために色々と，この作詩について憶測やデマや批評が，もろもろのゴ
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詔シップの種になつてゐるので，作詩家として私はこれを作詩した動機や
その構想を私のノートから書き抜いて諸兄の（作詩志望家の）参考に供
しようと思う。
　昭和二十一年八月二十九日付，東京毎日新聞の投書欄に（當時は建設
欄となつてゐた）次のような投書が出てゐた。
一『私は三月中旬奉天から引き揚げてきました。着の身着のま、，そ
れこそ何一つ持つてこられなかつたのです。私は廿一歳です。奉天では
看護婦をしてをりましたが，いまも免状だけは持つてをります。東京に
着いたものの，誰を訪ねてゆけばよいか，行き先がありませんでした。
本籍は福島ですが，両親はなく，遠い親戚があるとのことですが，どう
なつてゐるのかわかりません。だから東京で働くより外に方法がありま
せんでした。
　やつと，他人さまのお世話で女中奉公の勤め口が見つかり，やれうれ
しやと思つたのも束の間，そこは待合であつたのです。けれども待合で
あらうと何であらうと，食べてゆくことができるのですからr生懸命に
働きました。ところが二週間位経つたら，そこの女将さんから「芸者に
なれ」とすSめられました。しかし，私は三味線がひけるでなし，唄へ
るのでもないので断りましたが，女将さんは「それで結構だよ」といつ
て，それよりももつと嫌なことを押しつけようとしました。私は驚いて
即座にその家を飛び出しました。風呂敷包一つ持つて……。
　けれども，勤口はありません。乏しい金もなくなつたので，旅館を追
われ，上野駅の地下道に來ました。ここを寝所として，勤口を捜しまし
たが，みつからず，何にも食べない日が二日も続きました。すると三日
目の夜，知らない男が握り飯を二つくれました。私はそれを食り食べま
した。その方は翌日の夜もおにぎりを二つ持つて來てくれました。そし
て話があるから，公園まで來てくれといひました。私はついてゆきまし
た。その日は確か六月十二日だつたと思ひます。それ以来私は「闇の女」
と人からさげすまれるような商売に落ちてゆきました。（世田ケ谷，長
谷乙女）』全文です。
　私はこれを読んで言い様のない震拍を感じた。ぐつと胸にこみあげてくる
ものがあつた。その日の午後から夜にかけて，じっとしてゐられない感激の
衝動とでもいうのか，とにかく私は抑えることのできない詩情に動かされて
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いつた。二度讃み三度讃みかえしてみた。文字と文字の間に，にじみ出る真
のロ申き，涙の抗議と呪誼のカット・バック，これこそ本當に現実であり眞実
でなくてなんであろう，と私は思つたのだ。
　私はその夜，更けてから床の中で，この女の落ちていつた世界を描いてみ
た。
　　　　　　　　　　　　　○
　　星の流れに，自分の運命を占う女，
　　どこを塒と定めることも出來ない身寄りのない女，
　　泣き果てS涙も澗れた女，
　　街の灯影に背を向けて
　　煙草をふかしたり，口笛を吹いている女，
　人が見返るほど痩せた胸や肩，
　　そして白い夜霧が流れて星も見えなくなった夜空，
　妹や母を思い浮かべてゐるであろう瞳，
　槌せた唇をかんで，凍った夜空を見上げるうつろなその瞳
　　闇の夜風が泣いて吹いている，
　　　夜の女，夜の女，夜の女，
　　　　こんな女に，いつたい誰がしたのだ！
　　　　　　　　　　　　　○
　というようなメモであった。私はそのノートをふところに，翌日夜おそく
まで上野の地下道やその附近をうろついた。
　そして私はこの目と心で，しっかりと奈落の彼女たちの生態をつかんだっ
もりだつた。私は夜更けて武蔵境のアパートに戻りその夜，一気にかき上げ
たのが，「星の流れに」の一篇である。（後略）
　　清水みのる「“星の流れに”のメモー『私の作詩ノート』から一」
　　　　　　　「歌謡文芸』第2巻第8号，1948．11．　30
　長々と引用して，小さな違いにこだわったのは，ここに「伝説化」の基本
法則が見られたからである。ある「伝説」や「神話」が成立するときには，
そこに話をより単純なわかりやすいものにし，より劇的なストーリーにする
という作用が働くものであるが，このケースも，まさにそれが見事にあては
まっているからである。
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　さらに，作詞の動機や作者の意図といういわば「舞台裏」が，事細かに明
らかにされているという意味で，また一つの作品が作り上げられるプロセス
が詳細に明らかにされているという点においても貴重な証言だと思えるから
である。
　なお，歌の中身についてだが，この歌に関しては，そこに込められた激し
い怒りの心情を高く評価し，“社会への抗議”を示したものだとする受け止
め方もあるが（22），いわゆる「プロテスト・ソング」とは異なるのではないか。
そこにあるのは，怒りと悲しみ，恨みとが一体となったやり場のない怒り，
投げやりな絶望である。その本質は，日本の大衆歌謡の一大特徴である「自
嘲・自虐」のカテゴリーに含まれるものだと言ってよいだろう。
　二つ目の「浮浪児」にかかわる歌が，「とんがり帽子」（菊田一夫詞，古関
裕而曲・川田正子歌，1947）である。この曲はよく知られているように，
NHKの連続放送劇「鐘の鳴る丘」（菊田一夫作）の主題歌である。この歌
について語るためには，その母体であるラジオドラマについて語らなければ
ならない。
　この連続ラジオドラマは，CIE（GHQ民間情報教育局）の内部に以前か
らあった企画が，アメリカの孤児や不良少年の収容施設「少年の町」の創始
者のフラナガン神父（E．J．　Flanagan）の来日（1947年4月28日）を機に
実現したものと言われている。そこには戦災孤児に代表される浮浪児救済と
青少年の不良防止の意図が込められていた。いわば，浮浪児救済のキャンペー
ンドラマとしてスタートしたのである（1947年7月5日）。
　そのあたりのいきさつを小幡欣治は，次のように描写している。一「多
忙をきわめていた菊田一夫に，NHKから呼び出しがかかったのは，昭和二
十二年の春だった。出かけて行くと，四階にあるCIE（民間情報教育局）ラ
ジオ課のオフィスに連れて行かれて，放送班長のH・ハギンス少佐から戦
災浮浪児救済のドラマを書けと言われた。…（中略）…CIEラジオ課の中
心人物ハギンスは，ペラペラと日本語の達者なアメリカ人で，企画のすべて
を牛耳っていた」㈱。それは，ハギンスの要請というより，なかば命令に近
かったが，菊田がその仕事を引き受けた理由には，非常に悲惨な幼年期を送っ
た自分以外に浮浪児救済のドラマを書ける作家はいないという自負があった
からである。さらには多くの「戦意高揚劇」を書き，浮浪児たちの親や兄た
ちを戦場に送り出し，戦死させてしまった「戦犯作家」の贈罪意識もあった
のではないかと小幡は推測している（24）。
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　このラジオドラマは，最初は土日の夕方の15分番組であったが，人気が
高かったたあ後に1回30分・週5回の放送となった。舞台化されたり（創
作座公演，有楽座，1948年7月など），映画も三部作が制作されるなど（同
名映画　第一篇～第三篇，佐々木啓祐監督，佐田啓二主演，松竹，1948～49
年），メディアミックスによる流行の「立体化」現象により，「鐘の鳴る丘」
は一大ブームとなった。その結果，最終的には1950（昭和25）年12月まで，
何と790回も続く長寿番組となった。
　しかし，人気番組ゆえに思わぬ反響も惹き起すこととなった。ドラマ内で
の子どもたち（浮浪児）の言葉遣いや，粗暴な行動が青少年に悪影響を及ぼ
すということで非難の声が上がったのである。青少年の非行防止のために作
られた番組ということからすると，まさに皮肉な事態だが，新聞の投書など
にも取り上げられ，雑誌ではその是非・賛否をめぐって多くの特集や座談会
が組まれるなど，大きな論争の的となった。社会派ドラマが文字通り社会問
題化したのである。
　マス・メディアのコンテンツの青少年への悪影響をあぐる問題は，いつの
時代にも「定番」の論争だが，この時代におけるメディア環境の中で，とり
わけラジオという音声メディアが受け手のエモーショナルな側面に与えた影
響力が絶大なものであったことは，容易に想像がつく。当時の雑誌に掲載さ
れたこの問題を扱った関連記事の代表的なものには，下記のようなものがあ
る。
①「座談会連続放送劇鐘の鳴る丘・向う三軒両隣への提言」（羽
　仁説子他）　　　　　　　一『放送文化」第3巻第6号，1948．8．31
②「座談会『鐘の鳴る丘』の問題点は何か」（菊田一夫，新居格，堀
　秀彦他）　　　　　　　　　　一『婦人公論』34巻，9号，1948．9．1
③「座談会鐘の鳴る丘」（國分一太郎他）
　　　　　　　　　　　　　　　　　一『教育』第11号，1948．12．1
④「『鐘の鳴る丘』座談会」（菊田一夫，厳金四郎他）
　　　　　　　　　　　　　　　一『少年時代』1巻1号，1949．1．1
⑤阿部眞之助「『鐘の鳴る丘』是非」『女性改造』3巻8号，1948．8．1
⑥奥屋熊郎「放送漫筆“鐘の鳴る丘”是非」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一『放送』7月号，1948．7．1
⑦「世論は沸く鐘の鳴る丘」：菊田一夫の放送劇とその問題
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　　　　　　　　　一『サタデーニュース』第2巻第29号，
⑧野口茂夫「タイハイ文化と子どもたち」
　　　　　　　　一『新らしい教育と文化』第2巻第10号，
1948．7．17
1949．10．1
　例えば，ことばの問題についてはNHK側の演出担当者が，「ことばが悪
いという投書が一日に平均50通も来た」と証言している（③参照）。同時に，
全体の投書はそれをはるかに上回り，その90％は番組に対する好意的な意
見だとも述べている。「悪いことば」というのは，具体的には「ばかやろう」
とか「ぶっ殺しちゃうそ」「しけてる」というようなもので，浮浪児の実態
を描こうとすれば避けられないものであった。
　当時小学生として，このラジオドラマを実際に聴いていた阿久悠は，主題
歌「とんがり帽子」について次のように証言している。一「大ヒットのド
ラマであり，社会の強い関心になっているにもかかわらず，この歌を歌うと，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
奇妙に学校で怒られた，『俺ら』が教育的でないと言うのである。『俺らが一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人でいる時に』『俺らは元気』『俺らは帰る屋根の下』，四番ある歌詞の中に，
『俺ら』は五回出て来る。ぽくらは教育的に反発し，『俺ら』を百回も連呼し
たのである」（25）。
　前出のNHKの担当ディレクターは，この主題歌についてこんな発言もし
ている。一「あのメロディは変えないつもりですが，歌詞は変えてみたい
と考えています。例えば，『おいらの家よ』という悪い言葉ではなくもっと
品のあるような…」（①参照）。しかし，実際には歌詞が改変されたという事
実はない。
　ラジオドラマ「鐘の鳴る丘」のストーリーは，行方不明の弟を探していた
復員兵の主人公・加々見修平が偶然浮浪児たちと巡り合い，彼らの住む家
（施設）を造ることになるというものである。したがってこのドラマは，浮
浪児の物語であるのはもちろんだが，正確にいえぱ浮浪児と復員兵の物語で
もある。そして，その復員兵こそが主人公となる歌が，次に取り上げる「異
国の丘」である。
　「異国の丘」（増田幸治詞・吉田正曲・中村耕造・竹山逸郎歌，1947）は，
文字通り復員兵の歌である。この曲は，NHKの「のど自慢」（「素人のど自
慢大会」）で復員兵が歌ったことで，その存在が知られヒット曲となったと
いうのがよく知られたエピソードである。そのいきさつを取り上げた雑誌記
事のひとつのリード部分では，それは次のように語られている。
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　NHKの素人のど自慢大會は，各方面から好評を博しているが，さる
8月8日の大會にはソ連地厘から復員した中村耕造君という一青年がマ
イクの前に立ち，「異國の丘」という唄をうたつて首尾よく合格の鐘を
鳴り響かせ，中村君の技量とともに唄そのものの特異性が異常な反響を
呼ぷに至った。
　というのは，この「異國の丘」という唄には，特定の作者も作曲家も
いないのである。ある朝は凍土に螢役の汗をこおらせ，ある夜は餓えに
も，寝もやらず，嬰児が母の懐を慕うごとく，たS“故國に鋸る日をのみ
待ち望む抑留の人々の心のうめきが，あこがれが，かなしみが，おのず
から生み出した歌詞でありメロディーなのであった㈱。
　　　　一「望郷哀歌『異国の丘』」『サン』第2巻第11号（11月号），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1948．11．1
　シベリアの厳寒の地で，抑留されていた兵士たちが誰彼となく口ずさんで
いた歌だったというのである。厳しい労役に際して歌われる「慰労歌」であ
り，さまざまな苦難に対し自らを励まし力づける歌であった。演歌には，
「艶歌」「縁歌」「怨歌」「宴歌」「援歌」などの表記が与えられることがある
が，この歌はまさに人生の「応援歌」であった。
　後に作曲者であったことが判明した吉田正自身も，「寒さと重労働の抑留
生活の中で，自分を励ますために，収容所と作業所の間の往復に全員で合唱
していた」（27）と語っている。
　この曲はまた，最初は作者不詳ということだったので当然のことであるが，
“作者探し”がもう一つの大きな興味関心の的となった。やがて，まず作詞
者が増田幸治と判明，一冊の軍隊手帳から作曲者は，吉田正であることが確
認された。それに関して，当時の歌謡雑誌は，次のように伝えている。
　素人のど自慢で一躍ヒットした『異國の丘』は，佐伯孝夫補筆，清水
保夫編曲でビクターに吹き込まれ，作詞作曲者が三名も名乗り出たりし
たエピソードを生んだが，今の度作詞者は増田幸治氏，作曲者は吉田正
氏と判明した。
　　　　　　一「歌謡ニュース『異國の丘』の作者判明す」『歌謡文芸』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3巻第1号，1949．1．25
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　吉田正は，この曲をきっかけにプロの作曲家に転じ，多数のヒット曲を量
産し「吉田メロディ」と呼ばれる名曲の数々で，燦然とその名を昭和歌謡史
上に刻むことになったのは言うまでもない。
　また，引揚者の故国への熱い想いを歌った究極の“望郷の歌”である「か
えり船」（清水みのる詞，倉若晴生曲，田端義夫歌，1946）も，このカテゴ
リーに属する歌としてあげることができるだろう。
　さて，1950（昭和25）年が，戦後史における転換点の年であったことは，
誰もが認めるところである。この年の6月15日に勃発した朝鮮戦争による
「特需景気」が一気に日本経済を好転させ，復興期の経済は新たな局面に移
行してゆくことになる。隣国の戦争をきっかけに戦後復興を確かなものとし，
多くの恩恵がもたらされたことはまさに皮肉な事態だが，これはまぎれもな
い現実であった。
　こうした社会経済の動きに対応して，歌の世界にも新たな変化が見られた。
特需景気の恩恵を最も受け，「金へん，糸へん」という流行語まで生まれた
金属関係や繊維関係の新興成金層に対応するかのような一群のヒット曲の登
場である。それは，“お座敷ソング”と呼ばれる宴会ソング＝「宴歌」であ
る。
　その代表的なものの一つが，「トンコ節」（西條八十詞，古賀政男曲，久保
幸江・加藤雅夫歌，1951）である。実はこの曲は，1949（昭和24）年に楠
木繁夫と久保幸江の歌で発売されたが，この時はあまり売れなかった。とこ
ろが，詞を一部改めて再発売したところ時流に乗ってヒットしたという（2s）。
ヒット曲を生み出す原動力が，時代の気分（＝社会心理）であることを示す
恰好の事例である。
　♪あなたのくれた　帯留の　だるまの模様が　チョイト気にかかる　さん
ざ遊んで　ころがして　あとでアッサリ　つぶす気か　ネー　トンコ　トン
コ…　という歌詞は，なかなかすさまじい。これが，「かなりや」などの童
謡の作者と同じ人の手になるものという点も興味深い。
　これに続くのが，同年の「ヤットン節」（野村俊夫補作詞，服部逸郎補作
曲，久保幸江歌）である。♪お酒呑むな　酒呑むなの　ご意見なれど　ヨイ
ヨイ　酒呑みゃ　酒呑まずに　居られるものですか…（中略）…トコ姐さん
　酒もってこい…　平易な曲調で手拍子とともに歌える典型的な宴会ソング
である。
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　こうしたお座敷ソングの流行に乗ったヒット曲に「ゲイシャワルツ」（西
條八十詞，古賀政男曲，神楽坂はん子歌，1952）がある。♪あなたのリード
で　島田もゆれる　チークダンスの　なやましさ…　というこの曲は，同年
の江利チエミの大ヒット曲「テネシーワルツ」（R・スチュワート詞，音羽
たかし訳詞，P・W・キング曲）を意識して作られた。つまり，洋楽の流行
歌に対抗できる“日本調のワルツ”をという制作意図のもとに作られたとい
うエピソードもある。
　神楽坂はん子は，同じ路線の類似の曲「だから今夜は酔わせてね」（西條
八十詞，古賀政男曲，1952），「あなた本当に凄いわね」（井田誠一詞，清水
保雄曲，1952），「こんなべッピン見たことない」（関根利根雄詞，古賀政男
曲，1953），「見ないで頂戴お月さま」（野村俊夫詞，古賀政男曲，1953）を
立て続けに発表していく。
　これらの“お座敷ソング”ブームに，「…まさに桃色歌謡曲時代を現出し，
頽廃ムードが絶頂に達した」（29）と慨嘆するコメントもある。これは，あまり
にも時代がかった大げさな物言いだが，一種のバブル的風潮と世相を反映し
た流行であったことは間違いない。
　対日平和条約（講和条約）が発効し，占領期の終結を見たのが，1952（昭
和27）年4月28日，新生日本がスタートするのがまさにこの時期に当たる。
おわりに
　以上，戦後復興期（占領期）の大衆歌謡（流行歌）の検討を通して，この
時期の歌が見事に時代の世相風俗や社会心理と共振していることが再確認で
きた。歌と時代が深く直接的に結びつき，両者の関係を「素朴反映論」的図
式でとらえることができるのは，昭和30年代までは続くが，今回取り上げ
た時期はもっともそれが顕著に表れているといえよう。
　本稿では新しい資料と最新の参考文献を加えて，その結びつきのありよう
のなかにみられる，「時代を映す鏡としての歌」の鏡自体のゆがみや「世相
風俗を反映する歌」にみられる，より細かな乱反射の模様をわずかばかり明
らかにしてみた（3°）。
（1）　このテーマについては，
　　〈注〉
すでに「戦後大衆歌謡の系譜」（南博＋社会心理研
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　　究所『続昭和文化』勤草書房，1990所収，拙著『流行の社会心理史』学陽書
　　房，1993に再録）として発表したことがあるが，今回プランゲ文庫（連合国
　　総司令部勤務のゴードン・W・プランゲ博士による占領期の日本語出版物の
　　コレクション。現物は米国メリーランド大学にあるが，日本でもマイクロフィッ
　　シュが利用できる。占領期メディアデータベース化プロジェクト委員会［代表・
　　山本武利早大教授］により，新聞・雑誌記事データベースがつくられている。
　　本稿執筆に当たっては，これを参照した）所蔵の雑誌などの新資料に当たり，
　　改めて書き下ろしたものである。現段階ではラフな素描で，論文というよりむ
　　しろ評論としての位置づけである。
（2）伊藤強（1984）。なお，この歌の表記には「リンゴの唄」と「リンゴの歌」
　　があるが，前者は主に放送で，後者はレコードで使用されたという。
（3）　並木路子（1989），132頁。
（4）　「声　読者がつくる記憶の歴史　リンゴの唄」『朝日新聞』2002年12月25
　　日，投稿時この女性は，82歳。
（5）
（6）
（7）
（8）
（9）
（10）
（ll）
（12）
（13）
並木（1989），138頁。
南博「日本人論からみた『日本人』」『文藝春秋』1973年8月号，文藝春秋
古茂田信男他（1995），96頁。
堀内敬三「ブギウギのはなし」『音楽之友』第6巻第6号，1948年6月号。
園部三郎（1980），178頁。
古茂田他（1995），72頁。
上田賢一（2003），165頁。
毎日新聞学芸部（1985），61頁。
市川孝一「日本人論の社会心理史」同『流行の社会心理史』学陽書房，1993
参照。
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
吉川潮（2004），216頁。
阿久悠（1999），29－30頁。
斎藤憐（2004），205頁。
同上。
鈴木明（1981）参照。TBS調査部が行った3，000人の全国調査で，この曲
　　は最も高い支持率を獲得した。
（19）　高峰秀子（1976），51頁。
（20）　E．ライシャワー［國弘正雄訳］（1979），28頁。台風に代表される自然災害
　　に慣らされてきた日本人は，災禍からの立ち直りが早いメンタリティをはぐく
　　んだというもの。
（21）全文が清水の引用文の中に示されているこの投書は，『毎日新聞』（1946年8
　　月29日）の「建設欄」という投書欄に「顛落するまで」というタイトルで掲
　　載された。この雑誌記事は，今までは紹介されたことがないので，「星の流れ
　　に」の作詞に関する「定説」を正す新資料となる。
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（22）
（23）
（24）
（25）
（26）
（27）
（28）
（29）
（30）
古茂田他（1995），70頁。
小幡欣治（2008），163頁。
同，166頁。
阿久（1999），18頁。
資料によっては，この放送日を8月1日とするものもある。
毎日新聞学芸部（1985），64－65頁。
加太こうじ（1985），191頁。
古茂田他（1995），74頁。
戦後復興期では，まさに「時代のアイドル」美空ひばりも検討の対象となる
が，それは単独で扱うべき大きな対象であり，拙著『人気者の社会心理史』で
詳しく扱ったので，本稿では敢えてふれなかった。
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